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Abstract 
The expressions and works currently classified as art include paintings and sculptures which are visual arts, dance which 
is body expression, novels and poetry as sentence expression. Representation of media art, installation, conceptual art, etc. 
as a new field has appeared one after the other since the 20th century. There are designs and crafts related to the 
functionality in the adjacent area of the art form, and photography and movies in the field of image arts. We consider the fun 
and the danger due to the deviation of area recognition when analyzing art. As a new point of view, we will cross the 
concept of light arts (Kei-Geijutsu) and consider the classification and naming of genres of art from a new perspective.
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１．はじめに 
今日、一般に芸術として分類される表現や作品には、視覚芸術の絵画や彫刻、身体表現の舞踏やダ
ンス、テキストを扱う小説や詩、時間軸を持つ音楽や演劇などがある。さらに新しい分野として、メ
ディアアートやコンセプチュアルアート（概念芸術）、インスタレーション（空間設置表現）等の表現
が 20 世紀以後登場している。また造形を取り扱う隣接領域で機能性・量産性が関係するデザインや工
芸、また道具や機材の技術革新とも深く関わる、映像芸術分野の写真や映画などもある。 
 その中でも、歴史が長く表現形態が確立されている絵画や彫刻などの美術は、現在においては特段
問題なく広く芸術として認識されている。しかし明治期に英語 art の訳語として取り入れられた芸術
1という用語・概念は、元々は今日広く認識されているそれとは異なる領域もカバーしていた。現在一
般的に使用されている芸術（狭義の芸術）は、技量や技能を上回る作家個人の気持ちや思考、心のあ
りよう、ほとばしる情熱や「個」を前面に押し出したものが中心となっている。その上で色やかたち、
音や言葉、身体表現などを構成要素として、表象され成り立っている。鑑賞者は視覚・触覚・聴覚な
どでその造形や表現を認識し、なんらかの感情の変化をもよおすことができる。 
ある表現が「芸術か芸術でないか」を決めるのは、制作・発表者のねらいや意識の持ちようによる
し、また販売・展示する側の意図や操作も関係している。広く社会に評価されなくても、つくり手側
の「これは芸術です」の宣言があれば、論破し諭すことはできても、本人の意志までは変えられない
だろう。また美術や工芸、デザインなどの研究や学術領域を体系づける分類や名付けは、補助金申請
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上の便宜的なものや、効率上の目次分類などとしても存在している。それにより、本来仕分けになじ
まずグレーゾーンにあるもの、あいまいだからこそ魅力がある行為、を見えにくくさせ、価値がゆが
められる可能性もある。 
 芸術概念のずれや変化、それまでとは異なる分類の可能性に注目した論考・活動として、リッチョ
ット・カニュード 2による映画の立ち位置を取り上げた第７芸術宣言、エチエンヌ・スリオ 3による再
現的芸術／非再現的芸術という枠組みに基づく芸術分野の照応、などがある。また桑原武夫による第
二芸術論は、俳句を第二芸術として他の芸術と区別するべきと断じ、俳壇に論争を巻き起こした。さ
らに鶴見俊輔は限界芸術論にて、祭りやゴシップ、落書きや葬式など、非専門的芸術家によってつく
られ、非専門的享受者によって享受される芸術にも視点を当てた。これらは芸術分類や認識について
考察し、元来からの表記や分類では表せないもの、また表しきれなくなっているもの、間違いやずれ
を指摘し、新たな視点を見出そうとする論考や活動である。 
筆者は、このような問いや思考に類する研究として、「軽芸術」という言葉を使用し、芸術に関す
る新たな見立てや分類を提示している 4。軽芸術とは、文字通り重い／軽いの「軽」を使用した造語
である。軽に関連する言葉は、軽薄、尻軽、手軽、軽はずみ、軽々しいなど、略式で重みがなく素人
的であるというような、否定的な印象を与えるものが多い。しかし逆に、軽妙で柔らかい、身軽で穏
やかなである、など肯定的にとらえることもでき、するとその印象はまた違ったものになってくる。
軽音楽やイージーリスニング、ライトノベル、軽演劇・大衆演劇など、芸術の周辺に位置し、すでに
広く認知されている「軽」が関連する状態・分類とその周辺には、芸術が本来持っていながら見落と
されている重要なものが含まれているのではないかと考えている。 
 本論文では芸術というなにものかを捉えるにあたって、領域認識のずれによるおもしろさや危うさ、
分類し分類されることで魅力や本質が抜け落ちてしまうことへの注視、さらに新たな視点として筆者
が提示する軽芸術という概念を交差させ、考察するものである。 
２．芸術の分類 
 芸術を分類する動機や意図は、その仕分けによって作品の整理ができる、分類する行為そのものに
よって意味を探る試み、自身の表現や作品の位置づけを鮮明にする目的などが想定される。また展覧
会への出展の際の区分によるもの、補助金申請などの必要に迫られて分別するものなどもある。本章
ではこれまでに芸術論や美術史などの研究領域で提示された各種の分類や照応、それに対応する思想
や考え方をとりあげ、考察していく。 
２．１  ヴァザーリの「列伝」 
16 世紀イタリアの画家で建築家のジョルジョ・ヴァザーリ 5による『画家・彫刻家・建築家列伝 6』
は、芸術家の伝記である。ルネサンス様式の発展・考察に関する最も重要な基礎資料である 7とされ、
その後の芸術史やイタリアルネサンス研究にとっても貴重なものとなっている 8。ここでヴァザーリ
が取り上げた職業としての芸術家は、主に画家・彫刻家・建築家の３つであるが、どのような職業が
芸術家に該当するのかという考察や疑問は、現在においてもたびたび登場するテーマである。建築は
芸術か？工芸やデザインは芸術か？映画は芸術か？などの問いは、比較的身近に芸術や美術表現とは
なにかを考える入り口にもなっている。 
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 日本における芸術という言葉・概念は、明治時代に入ってきた art を翻訳した際に現れたものであ
る。今日では art は芸術とも美術とも訳され使用されているが、当時できた認識や範囲のずれが、今
日まで続いている。art の語源はラテン語の ars（アルス）、さらにその元はギリシャ語の techné（テ
クネー）である。これらは元々は、わざ、技法、才能、学術、手仕事、芸術、作品などを含む広い概
念で、現在でいう「技術」に近いものである。ルネサンス期の芸術家レオナルド・ダ・ヴィンチの、
科学者・美術家・数学者・技術者・発明家…を混ぜ合わせたような職能のイメージが、この芸術家像
に近い。またヴァザーリの列伝で取り上げられた画家・彫刻家・建築家の人々も、この広義の芸術家
の分類と一致するだろう。 
 広義の芸術の概念に当てはめると、建築は芸術に入るのかという疑問自体がそもそも不自然となる
ことに気づく。元々の芸術家とは、技術や技巧、計画力や造形能力などを包括する総合技術を持つ人
物に与えられていた肩書きで、「事物の原理を理解した上でモノを作る能力を持っている人」が artist
であり architect であった。さらに、タブロー9としての絵画の元祖は建築の一部をなす壁画であるし、
彫刻も建築と不可分の装飾であった梁や柱のレリーフや浮き彫りなどが独立したものである。建築は
その構成要素や成り立ちにおいて、元来が広義の芸術領域そのものである。明治期の日本で、
architecture を造家から建築と訳することを進言した建築史家で建築家の伊東忠太は、造家では芸術
的な意味合いが抜けているので、これを建築と訳すべきであると提唱した 10。伊東は「アーキテクチ
ュールは絵図彫刻とならべるときは美術の一科であり、そして橋梁や造船とならべるときは工芸の一
科となるのである。つまり前者は美術の上より観察し、後者は工芸の上より観察しているのである 11」
とその建築の立ち位置について述べている 12。 
 
２．２  第７芸術宣言 
 19 世紀に誕生し 20 世紀初頭に急速に広がった新しい芸術の分野である映画は、当初は遊園地のア
トラクションや客寄せのためのものという認識を強く持たれ、大衆娯楽にすぎないとの位置づけを余
儀なくされていた。リッチョット・カニュードは、その状況を打破するために映画の重要性を説く「第
７芸術宣言」を行った。広く社会に認識されていた芸術に分類される建築、絵画、彫刻、音楽、詩、
演劇の６つに続くものとして、またそれらを総合することができる、映画の芸術としての価値を強く
提示した。 
 
 表１ リッチョット・カニュードによる「第７芸術宣言」の分類を表にしたもの 
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 カニュードはこの中で、建築・絵画・彫刻を「空間芸術」として造形・視覚伝達系の表現、音楽・
詩・演劇は時間軸を持って表象される「時間芸術」の表現と区分している。そして映画はこれら従来
６つの表現を総合する第７芸術 13として新しく重要な価値を持つものであると分類した。さらに映画
は現代になると、特殊撮影や編集技術の向上、コンピュータグラフィックス等の発展によって、従来
では不可能であった世界観を表現できるものとなった。カニュードが当初批判した娯楽性をも包括し
ながら、総合芸術 14に発展している。 
 新時代の芸術である映画に続いて、20 世紀中期以降には各種のメディアアートが登場してくる。ビ
デオアートの先駆者であるナム・ジュン・パイク 15による映像と空間造形を合わせ持つような作品、
マンガやゲーム、双方向性を持つ参加型のデジタル作品などが、芸術のくくりに入ってきた。1997 年
からは文化庁が主催する、メディアアート系の表現や作品を大規模に公募・展示する「文化庁メディ
ア芸術祭 16」がスタート。この総合ウェブサイト内に設けられたメディア芸術データベース 17には「メ
ディア芸術デジタルアーカイブ事業」により収集・分類された、マンガ、アニメーション、ゲーム、
メディアアートの４分類がメディア芸術として指定されている。これらが今後、第８芸術以降の枠に
入っていくだろう。 
 
２．３  芸術と民芸、美術と民芸 
 芸術とデザインや工芸の境目や関係を考える上で必ず浮かび上がるのが、柳宗悦による民芸運動の
思想や活動である。柳は論考「誤れる工藝」の中で、下図の通りに「工藝」を「民藝」と「美藝」と
いう区分にして提示している。 
 
 
 
図１ 柳宗悦による工藝の類別（原図は縦書き）18 
 
 
 この中で柳は、民藝は「民衆の手により民間で用いられる工藝品で、多く作られ安価な日常品」、美
藝は「個人作者から生まれた少数の人々に利用されるもので、少ししかつくられず、値段も高い装飾
品」としている。また民藝は無心から作られる無銘のもの、美藝は意識より発される在銘の作、と分
けている 19。民藝は協団的で資本的、匿名性があり集団労働から生まれるものとし、柳がくり返し定
義し提唱し続けた思想・運動と合致する。もう一方は美藝として、いわゆるファインアート的なもの
を示している。有銘性・稀少性があり、現在のいわゆる「狭義の芸術」の概念にも近い。 
 また佐口七朗は図２のように、民芸とそれを取り巻くデザインや芸術についての分類を示している。
ここで佐口は、芸術と工業技術の間に民芸を置き、その間を段階的につないで図式化を行なっている。
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この中にある芸術と民芸の間には、工芸美術と伝統工芸という項目が入っている。工芸美術は「工芸
の中にありながら機能を捨ててもよい」ものとあり、前出の柳が定義した「美藝」と重なる領域とな
る。機能性のない工芸は、そもそも工芸としての必須要素である「用の美」が欠けており、もやは別
物であるか、もしくはすっきりと芸術や彫刻としてもいいものである。工芸／陶芸の世界に身を置き
ながらの自己改革は、1948 年に八木一夫 20らの陶芸家たちによって京都にて発足した、走泥社の活動
が広く知られている。伝統にとらわれない自由な陶芸、いわゆるオブジェ焼とも言われた類の作品・
表現である。八木らは用途や機能性を考慮しない、純然たる立体造形による表現の確立を目指して活
動を行なった。 
さらに本図で重要なのは、隣り合う領域が完全には分かれておらず、二重輪の交差部分があること
である。このように分類が段階的に示されていることで、そもそも芸術や美術、デザインや工芸の領
域や概念は、分野や立ち位置として機械的には分類できないものであることが見えてくる。 
 
 
 
 
図２ 佐口七朗による「芸術〜民芸〜工業技術」の図式化を元に筆者制作 21 
 
 
２．４  スリオによる「照応」 
 エチオンヌ・スリオも、芸術に関する項目を下記のように図式化している。芸術に分類される表現
や関連分野を、再現的芸術／非再現的芸術という枠組みを使用し照応しているのが特徴である。照応
とは「２つが対応すること」であって、はっきりと機械的に分類したり、単なるの仕分けとなる行為
ではない。 
 この中で、基礎となる７つの感覚的素材には「線、ボリューム、色、光、運動、語音、楽音」があ
げられている。それらを中心に置き、再現的芸術にはデッサンや映画、文学や詩など、非再現的芸術
には建築や舞踊、音楽などを位置づけている。ここでいう「再現的」とは、何かしらの現象を視覚や
75
???と???
  
触覚などの身体機能を捉え通過させ、再生・再造形・再現したものを示している。彫刻は再現的の領
域に入っているが、具象彫刻が問題ないとしても抽象彫刻も同じく該当するのかという疑問がわいて
くる。絵画は「純粋絵画／描写的絵画」にわかれているが、彫刻は「純粋彫刻／描写的彫刻」とはな
らずに「建築／彫刻」という照応になっている。このような照応における項目分別の広がりや揺れが、
この後論じていく筆者が考察する軽芸術につながっていく。照明、光の照射、アラベスク、パントマ
イムなど、一般的に芸術としての分類や考察に登場しないような限界芸術的言葉の要素にも、軽芸術
の視点がある。 
 
 
 
図３ エチエンヌ・スリオによる芸術の照応図を元に筆者制作 
 
 
３．軽芸術の視点 
 ここから、筆者が芸術の分類を試みた表や図式と、その考察を提示していく。表２は、芸術に関係
する区分を大系と小系として振り分けたものである。ここでいう「大」は、いわゆる前出の柳による
「美藝」の概念に近いものを意識しており、ファインアート的で有銘性を持つものが該当する。対に
なる「小」に入るものは「民藝」の概念に近く、レッサーアートや応用芸術、無銘性や下手物の領域
に関連するものを当てている。 
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表２ 筆者による、芸術における大系と小系に該当する事項の分類 
 
 
   *：ここでは建築を絵画・彫刻と並列に大系とし小系を空欄としているが、逆にしてもそれほど違和感がない。 
   **：芸術におけるオリジナルとコピーの問題を検討するために、画一や複製というキーワードをあげた。 
 
 
 当初私は、芸術そのものや周辺に出現する軽芸術という視点は、小芸術や応用芸術、デザインや工
芸の中に「軽」の状態が現れ、匿名性や民芸思想とほぼイコールで現れるかもしれない、と考えてい
た。たしかにその要素が強いようだが、個の表現やファインアート的なものを完全に排除したり、重
か軽かを無理にはっきりさせ二項対立的になることは、よけいにその眼差しが軽の状態から離れるの
ではないか、と考察するようになった。いわゆる大芸術や上手物の中にも軽的な状態があるようで、
逆に匿名性がありレッサーアート的な立場を持ちながら、重いと感じるものもあることに気がついて
きた。単純にファインアートを重、応用芸術やデザイン系を軽とするような思考法は、その態度自体
が重く、軽芸術の本質が見えてこないだろう。そこで、前出の鶴見による限界芸術論や桑原による第
二芸術論を意識しながら軽芸術を考察する中で、図４のように思考の図式化を試みた。 
 Ａ（赤）が大芸術・純粋芸術・有銘性・上手物等の領域、Ｂ（青）が小芸術・応用芸術・無銘性・
下手物等の領域を表し、そこからグラフィック化しながらＣ（紫）を導き出し、これを軽芸術的と見
立てたものである。各項目は上位・下位や主・従はなく、入れ子状になったり、それらの関係性の中
にＣが表れたり、Ｃ自体には実体がないようなイメージもある。この試みはまだ途中段階にあり、今
回のこの図式化を元に、さらに今後考察を深めてみたい。 
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図４ 筆者による軽芸術をＣとする図式化 
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４．固定されると淀むもの 
 芸術の周辺には、体系づけ分類し説明をはっきりとしてしまうと、淀むものがある。あいまいな状
態を残しながら、よくわからないけれど惹かれてしまうものが、芸術をとらえる上で必要となる場合
がある。このような無理がある分類・名づけにより生まれる違和感やずれがあるものに、アール・ブ
リュット（生の芸術、アウトサイダー・アート、エイブル・アート、障害者によるアート等 22）に関
わる事象がある。仕事や福祉、生活や芸術表現が交差するこの分野では、作家本人以外がサポートし、
場づくりや経営支援などで関わるアートマネジメント活動としてすぐれたものも少なくない。しかし、
見る側や運営する側の押し付けや間違いによって、歪められて淀む芸術表現や活動もある。アール・
ブリュットでもアウトサイダー・アートでも、本来それらは「ただの芸術」であるし、「個」の芸術で
あるべきだろう。その中には、優れていないものも重たいものもある。一方的に分類されたり名づけ
られたり、ハードルを低くして鑑賞できる環境を設定してしまったり、無考えに崇め奉られるような
ものではない。 
 その難しい立ち位置を意識しながら、この分野に取り組んでいる興味深い活動がある。一般財団法
人たんぽぽの家が主催する「障害とアートの相談室 23」による、障害のある人のアートと評価、評価
のものさしについて考察する取り組みである 24。この活動報告の中で YUKASHINA25の松本雅史は「誰か
によって選ばれたものがアール・ブリュットであって、障害のある人たちの絵＝アール・ブリュット
ではないと考えています 26」と述べている。このようにまっすぐに、多面的で柔軟に芸術をとらえる
動きは、軽芸術の視点を見つける上でも重要なものになる。 
 軽芸術とは結局なになのか、どのような作品や表現、関係性を軽芸術とするのかを具体的にまとめ
ようとすると、とたんにそのイメージが手元からすり抜けていく。あえて作品や環境の例をあげると、
絵画ではスガノサカエ 27による図画作品や、ピエト・モンドリアンによる新造形主義の抽象絵画。音
楽ではブライアン・イーノによる《Music for Airports／空港のための音楽》、彫刻では須田悦弘の木
彫作品、建築では西沢立衛による《豊島美術館》。その他吉田初三郎の観光折図としての鳥瞰図、長野
県上田市の信濃国分寺・八日堂で頒布される蘇民将来符、などが軽芸術的である。これらに共通する
ものはなになのか、今後さらに探っていきたいと思いつつ、このように具体例をあげる行為自体が重
く、軽芸術的ではないのかもしれない。軽芸術は、はっきりとしたジャンルや分類ではなく、そのつ
ど相手に対応しながら現れ、時には身を潜めたりしながら効果を発揮するシステム 28的なものかもし
れない。 
 
５．おわりに 
 前田英樹はその著作『民俗と民藝』の中で「常軌を逸したところに成り立つ個性的天才などは、実
にありふれた近代の産物であり、ほとんど空想にすぎない 29」と指摘している。今日における芸術の
受容、表現手法やオリジナリティが持つ意味などは、ごく最近現れた、とある一つの意味づけにすぎ
ないし、絶対的なものではない。芸術がアルスやテクネーであった時の広がり、ヴァザーリが「列伝」
で取りまとめた芸術家たちの歩み、スリオが照応したアラベスクとデッサン、光の照射と映画の組み
合わせなどに、見直すべき芸術の分類や位置づけ、そして軽芸術の視点があるかもしれない。分類や
体型づけをしすぎず、あいまいなままにしておきたい気持ちもあるが、なんらかの軽や個ということ
を意識しながら、そのシステムを見つけ出すことができればと考えている。 
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 本論で多数の芸術に関する概念や言葉が登場したが、横文字の「アート」については取り上げるこ
とができなかった。アートという言葉・領域指定は、今日の芸術に関する事象を再考する上で重要な
もので、実際に「現代美術」と「現代アート」ではだいぶイメージする表現や作品が違ってくるし、
アート（美術／芸術）業界では実際このイメージをうまく利用している。この問題についてはまた稿
を改めて取り組んでみたい。 
 本論を執筆するにあたって、アノニム・ギャラリーの赤松さやか氏に、軽と重の関係等を考察する
上で重要な示唆をいただくことができた。ここに御礼を申し上げる。 
 
 
 
〔註〕 
                                                          
1 正字表記では藝術の字となる。本論では本文中では常用漢字である芸術で統一し、個別の名称や引用、特に必要な場合には
藝術を使用する。工芸／工藝も同様とする。 
2 Ricciotto Canudo、イタリアの映画批評家、映画理論家。1879年生まれ、1923年没。 
3 Etienne Souriau、フランスの哲学者、美学者。フランス美学会会長や国際美学会会長などを歴任した。1892年生まれ、1979
年没。 
4 山貝征典「“軽芸術”という視点 −芸術の周辺にみる肯定的でひかえめなものたちの可能性−」京都造形芸術大学大学院芸術
研究科、2011 
5 Giorgio Vasari、1511生まれ、1574 年没。イタリアのマニエリスム期の画家で建築家。 
6 『美術家列伝』とも。全文のデータベースが公開されている。http://vasari.sns.it/ 
7 Philip Sohm. Style in the Art Theory of Early Modern Italy. Cambridge : Cambridge University Press, 2001 
8 イタリア語原題: Le Vite delle più eccellenti pittori, scultori, e architettori. 英語題: Lives of the Most Excellent 
Painters, Sculptors, and Architects. 2014 年から完全新訳版で日本語訳の『美術家列伝』が順次全６巻で刊行されている。
森田義之、越川倫明、甲斐教行、宮下規久朗、高梨光正監修。中央公論美術出版。 
9 壁画では無い、板やキャンパスに描かれた移動可能な絵画。 
10 伊東忠太「「アーキテクチュール」の本義を論して其譯字を撰定し我か造家學會の改名を望む」『建築雑誌 90』一般社団法人
日本建築学会、1894、pp.195-197 
11 同註 10 
12 伊東の用いた「建築」の訳についての疑義・批評に、神谷武夫「文化の翻訳-伊東忠太の失敗-」がある。デルファイ研究所
刊『at』誌、1992 年 11 月号。http://www.kamit.jp/16_essay/bunka.htm、 2018 年 2 月 16 日最終閲覧。 
13 大阪市淀川区にある映画館「第七藝術劇場」の名称は、このカニュードの定義に由来している。http://www.nanagei.com 
14 composite arts、各種の芸術の要素が協調・調和した形式で表出される芸術。楽劇・映画など。 
15 Nam June Paik（白南準）、1932生まれ、2006年没。韓国系アメリカ人の現代美術家。 
16 Japan Media Arts Festival http://j-mediaarts.jp 
17 メディア芸術データベース（開発版） https://mediaarts-db.bunka.go.jp 
18 柳宗悦『工藝の道』講談社学術文庫、p.230 
19 同註 18、pp.228-231 
20 1918 年生まれ、1979 年没。京都市立芸術大学美術学部教授を務めた。 
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21 佐口七朗『デザイン概論 新版』ダヴィッド社、1984、p.217 の図を元に制作 
22 各名称が示す意味そのものや、ねらいが異なる場合があるので、注意が必要。 
23 http://artsoudan.tanpoponoye.org 
24 障害とアートの相談室 著編・監修『あなたの「ものさし」聞かせてください！』一般財団法人たんぽぽの家、2017 
25 主に福祉施設に通う障害がある人たちの手仕事を中心に取り扱うブランド。https://www.yukashina.com 
26 同註 25、p.84 
27 1947年山形県山形市生まれの画家、2016年没。早朝から午前中は魚市場で働き、午後は作品を描く生活を長く続けた。 
28 将棋の戦法の１つに藤井システムがある。将棋棋士の藤井猛九段が考案したもので、特定の駒の動きというよりは、自陣全
体の攻守の駒組みに特徴があり、相手の出方によってそのつど変化することから「システム」の名称がついている。 
29 前田秀樹「来るべき工芸」『民藝と民俗』講談社選書メチエ、2013、p.113 
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